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糾込みマイコン川のソフトウェアの品質とHfl発効率を向上させる日的で，システムシミュレータを開発した。シ
ステムシミュレ ー タは，CPUだけでなく周辺l!l_1路や制御対象などのシステム全体を模擬するもので．テスト用ハー

ドウェアやテスト専Jl j機器などを1史用することなく， ソフトウェアのテストができるようになる。
つまリ，ハー ドウェアが存在しない開発の初期段階から，ソフトウェアの検証ができるため，組込みマイコン）ll

ソフトウェアのIIF!発でもっとも困難であったテスト工程を大幅に効率化し，ソフトウェアの品質を向上させること
ができる。

We have developed a system simulator as a tool for testing embedded microcomputer software. This 
tool simulates not only a CPU but the entire embedded system, including peripheral devices and the external 
environment such as the objects being controlled. With this simulator, input-output procedures can be tested 
without using actual test hardware or emulators. 

This simulator offers an efficient testing process, which is most difficult when developing embedded 
microcomputer software in the conventional way. It also improves the quality of the software itself. 
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’’まえがき

紺込み「llマイコンは，家電製品，産業）ll機器やプラント甜ll

御システムまで広く利川されており，これを制御するソフト

ウェアも多様化．複雑化している。

これらの組込みマイコンを利）廿したシステム（以下，マイコ

ン廂tl込みシステムと称呼）は，通常それ自体はソフトウェア14fl

発環境をもたない。このため，ホス ト マシンと呼ばれる別の

コンピュータシステムを利用して，ソフトウェアを開発する

方法（このような開発方法はクロス開発と呼ばれる）が一般的

であるが，ソフトウェアのテストでは，テスト用に試作され

るハ ー ドウェアとマイコン用のエミュレ ータ（対象の組込みマ

イコンの代わりにソフトウェアの実行を可能にするための機

器）などの専用機器が必要となるため，次のような問題があっ

がヽ0

(1) 開発スケジュールの問題 一般にマイコン組込みシ

ステムは，ソフトウェアとハー ドウェアが並行に開発さ

れるため，ハー ドウェアの開発が遅れると，実製品上で

のソフトウェアのテストが行えない。つまl)，ソフトウ

ェアの間発スケジュ ールがハー ドウェアの開発スケジュ

ールに拘束される。

(2) エミュレ ータの数乱の問題 エミュレ ータは，組込

みマイコン／IIソフトウェアのテストを行ううえで強力な
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ツ ールである。しかし，秘価であるために，テストにか

かわる技術者に行き渡るだけの数批を確保することが難

しく，テストの効率向上のポトルネックになっている。

ここで紹介する紺込みマイコン用ソフトウェア開発向けの

システムシミュレ ータは，これらの問題を解決するものであ

り，テストJtlのハ ー ドウェアやエミュレ ータなどの専用機器

を利用しないでテストすることができる。

なお，当社は組込みマイコン用のソフトウェア沢産の蒋積

と応用を促進する目的で，ソフトウェア間発ツ ー ルのコマン

ド，ユー ザインタフェー スなどを統一し た UDE (Unified 

Development Environment)開発システムを整備している。

このシミュレ ータもUDEI開発システムの一現として開発した。

II システムシミュレ ー タに求められる要件

マイコン紺込みシステムは，図1のような構成が一般的で

ある。従米のシミュレ ータのほとんどはCPUシミュレ ータで

あって，ホストマシン上で1沼11のCPUコア（命令を解釈実行

するCPUの中核）を模擬するツ ールであった。しかし，組込

みマイコン）TIソフトウェアのパグの多くは，ハ ー ドウェアと

の入出力処理に潜んでおり，CPUシミュレ ータ を利川しただ

けでは，バ グの発見や品烈の確保が難しい。
ハ ー ドウェアの開発スケジュールに拘束されずに，確実に
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